












　The purpose of the present study was to clarify what students learn through practical 
infant health examination and changes in their views on children before and after the train-
ing. A total of 60 fourth-year nursing students were divided into groups of 4-5 students 
and were made to undergo training at 13 diferent venues. The students were surveyed 
using an anonymous self-recorded questionnaire consisting of 20 items of paired adjectives 
expressing students’ views on the children before and after the training. Before and after 
training, students’ views on the children were analyzed using the Mann-Whitney U test, 
and a significant relationship was observed for seven items. In health examinations, the 
students’ view with respect to the children was classified into two categories:“the child’ 
s appearance”and “the child’s perception and understanding,”while learning in health 
examinations was classified into three categories:“the role of health examinations,”“health 
examination structure,”and“supporter quality.”On the basis of these results, we found 
that students’ views with respect to the children favorably changed after infant health ex-
amination training. Students perceived the children according to physical, psychological, 
and social aspects. Students also observed the role and the process of health examinations 
and the qualities required in the supporters.
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Ⅰ　諸言
　日本看護協会（⚒⚐⚐⚖）は看護の目的をあらゆる年
代の個人，家族，集団，地域社会を対象とし，健康
面から人の生涯に渡って援助を行うとしている．中
でも子どもへの看護は，対象児のライフステージや
発達特性を踏まえた対応と，子どもに強い影響力を
持つ家族との関係構築が求められると芳田（⚑⚙⚙⚙）
は述べている．しかし宮崎ら（⚒⚐⚐⚖）は看護学生の
⚙⚕％以上が小児看護学実習に不安を抱き，不安内容
の⚕⚐～⚘⚐％は『患児との関係』や『家族との関係』
と報告しており，核家族化や保育の社会化などを背
景とし，子どもの頃から乳幼児と触れ合う経験がな
いまま成長した近年の学生は，子どもや保護者との
関係づくりに不安を抱えることが少なくない．
　看護学生と子どもとの関係性に焦点をあて子ども
観を検討した草場ら（⚑⚙⚘⚙）は，接触経験の少なさ
がもたらす関係性の希薄さは関わりへの不安感を強
化し，非好意的反応につながると述べている．また，
宮崎（⚒⚐⚐⚖）や岡田ら（⚒⚐⚑⚐）は看護学生の子ども
観は対象児の健康状態や特性に影響を受け，健康障
害を抱える子どもを対象とする小児看護学実習では
子ども観の肯定度が低くなり，「患児や家族との関
係」に不安を抱えたまま実習を終える学生が約⚑割
あるとした．上山（⚒⚐⚐⚑）は子どもの健康を病態で
捉える傾向が強く，身体・精神・社会的な⚓側面で
総合的に捉えることが困難な傾向にあると述べてい
る．しかし，岡田ら（⚒⚐⚑⚐）の子どもと遊ぶ・子ど
もをあやすといった比較的軽い関わりでも子ども観
は肯定的になることや，礪波（⚒⚐⚑⚑）の哺乳や排泄
ケアなど子どもの身体に直接触れる関わりは好まし
い子どもイメージを強化するとの報告もある．
　これらから，新生児期から思春期までの子ども理
解や，個別性やニーズを踏まえた看護を学ぶには病
児を対象とした小児看護学実習だけでは，難しさが
あると考えた．そこで，乳幼児健康診査（以下，乳
幼児健診）実習では，子どもに直接触れる身体計測
や保護者の育児行動への支援を経験できることか
ら，看護学生は子ども理解を促進し，子どものイメ
ージを好意的に変化すると考え，⚒⚐⚑⚓年から実習に
組み入れた．実習後に学生の理解や子どもイメージ
がどう変化したかの検討は，実習評価として重要で
あることから，本研究目的は乳幼児健診実習後に学
生が捉えた健診での学びと，子ども観の変化につい
て明らかすることとした．
　菅（⚒⚐⚐⚒）は，子ども観を「大学生にとって意味
内容が明確でない恐れがある」としており，今回検
討する子ども観は子どものイメージとし調査した．
子どもとは乳幼児健康診査の対象である⚔か月以上
～⚔歳未満とした．
Ⅱ　本学の乳幼児健康診査実習の概要
　乳幼児健診実習を指定規則＊注⚑の統合分野「看護の
統合と実践」に位置づけ，⚔年生⚔～⚕人を⚑グルー
プとし，Ａ市の乳児，⚑歳⚖か月児，⚒歳⚖か月児，
⚓歳児健診⚑⚓会場で実習した．実習前に健診目的・
問診項目・身体計測の講義と演習を実施し，実習で
は保護者から了解の得られた児の健診見学と身体計
測を実施した．
Ⅲ　研究方法
⚑．調査対象
　統合分野を履修する⚔年生⚖⚓人とした．
⚒．調査方法及び調査期間
　調査は研究の趣旨に同意し協力の得られた学生
に，無記名自記式質問紙による実習前調査を一斉に
行った．実習は⚕月～⚘月に行い実習終了後⚑週間
以内に，学生各自が調査票を回収箱へ提出した．
⚓．調査項目
　基本属性は性別，世帯構成，兄弟姉妹数とした．
佐藤（⚒⚐⚐⚔）の乳幼児イメージ（SD法⚒⚐形容詞対）
を使用し，「非常に」から対概念の「非常に」の　
⚗段階で設定し実習前後で調査した．子どものイメ
ージ「弱い−強い」は子どもの自我，「逞しい−弱
々しい」は生命力，「自由な−不自由な」は言動，
「小さい−大きい」は存在感とした．実習後に「健
診での気づき・学び」を自由記載により調査した．
⚔．分析方法
　実習前後に子どもイメージをMann-Whitneyのu
検定を行い，解析には統計パッケージSPSS ver．⚑⚙
を使用し両側検定にて危険率⚕％を有意水準とし
た．また，自由記載した文章をまとまりのある⚑文
を単位とし，研究者⚒名で内容の類似により文脈を
まとめコード，サブカテゴリー，カテゴリーに分類
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した．分析には看護学を専門とする研究者からスー
パーバイズを受けた．
⚕．倫理的配慮
　本研究は，吉備国際大学倫理委員会の承認（⚒⚐⚑⚕
年⚕月⚒⚐日承認番号⚑⚕−⚑⚒）を得た．研究にあたっ
ては，調査参加者に研究の趣旨，目的，方法，研究
協力は任意であり，プライバシーは厳重に保護さ
れ，成績等に不利益は生じないこと，研究目的以外
には使用せず，研究成果を個人が特定できない形で
学会等に公表することを書面及び口頭にて説明し
た．研究参加者より，調査票の提出をもって同意の
意思確認とした．
Ⅳ　結果
⚑．対象者の概要
　全項目に回答した⚖⚐人（有効回答率⚙⚕．⚒％）を分
析対象とし，男性⚑⚓人女性⚔⚗人，核家族は⚗⚓．⚓％と
最も多く，次いで⚒世代家族⚒⚕．⚐％だった．兄弟姉
妹数⚒人が⚕⚑．⚗％と最も多く，次いで⚓人の⚓⚐％だ
った．実習会場毎の学生参加数は，乳児健診⚕会場
に⚒⚕人，⚒歳⚖か月健診⚔会場に⚑⚕人，⚑歳⚖か月健
診⚒会場に⚑⚐人，⚓歳児健診⚒会場に⚑⚐人だった．
⚒．健診実習前後の結果
　⚗件法で測定した子どものイメージを表す形容詞
対に各⚑～⚗点を配点しMann-Whitneyのu検定を
行った．結果を表⚑に示す．実習後に有意に変化し
た子どものイメージは，「弱い−強い」（p＜0．001），
「逞しい−弱々しい」（p＝0．023），「無力な−有能な」
（p＝0．017），「頼りない−頼もしい」（p＝⚐．⚐⚒⚖），
「自由な−不自由な」（p＝0．037），「小さい−大きい」
（p＝0．029），「つまらない‐おもしろい」（p＝0．013）
の⚗項目だった．有意差はなかったが，実習後に学
生の半数以上が，「活発な−不活発な」（⚓⚘．⚓％が
⚕⚐％），「小憎たらしい−かわいらしい」（⚔⚕％が
⚖⚓．⚓％），「疲れた−元気がある」（⚔⚑．⚗％が⚕⚕％），
「生気のない−生き生きした」（⚕⚐％が⚖⚑．⚗％）の⚔
項目を「非常に」好意的に捉えていた．
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　子どものイメージに関する記述単位⚖⚓（⚓⚙．⚘％）
は⚒⚑コードに，健診の気づき・学びに関する記述単
位⚑⚐⚓（⚖⚐．⚑％）は⚓⚗コードに分類された．これら
は表⚒に示すように，⚑⚔サブカテゴリーに類型化さ
れ，最終的に【子どもの姿】【子どもの観方・理解】
【健診の役割】【健診の構造】【支援者の資質】の⚕
カテゴリーが抽出された．カテゴリーは【】，サブカ
テゴリーは『』，コードは＜＞で示す．
⚒−⚒−⚑　実習後の子どもイメージ
　学生が捉えた子どもイメージから【子どもの姿】
【子どもの観方・理解】の⚒カテゴリーを抽出した．
【子どもの姿】は『子どもの発達段階』『子どもの様
子』の⚒サブカテゴリーから構成され，『子どもの発
達段階』は＜知識の発達段階を実際の子どもと比較
して理解できた＞の⚔コード，『子どもの様子』は＜
表情や泣くこと，機嫌など全身で自分のサインを伝
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えていると感じた＞の⚕コードより構成された．
【子どもの観方・理解】は『個別性・連続性』『子ど
もの特性』の⚒サブカテゴリーから構成され，『個別
性・連続性』は＜個人差が強く発達の速度も一人一
人違っていた＞の⚕コード，『子どもの特性』は＜自
分の感情に素直＞の⚗コードから構成された．
⚒−⚒−⚒　実習後の乳幼児健診の学び
　健診の学びから【健診の役割】【健診の構造】【支
援者の資質】の⚓カテゴリーを抽出した．【健診の役
割】は『相談・指導の場』『子どもや保護者の交流
の場』『情報交換・仲間づくりの機会』『母親を受容』
の⚔サブカテゴリーから構成された．『相談・指導の
場』は＜子どもの異常を知る場・早期発見の場＞の
⚘コード，『子どもや保護者の交流の場』は＜健診は
母親同士が交流する大切な時間・交流の場＞の⚓コ
ード，『情報交換・仲間づくりの機会』は＜子ども
の友達や母親の友達を得る機会＞の⚔コード，『母
親を受容』は＜母親を認め励ますことで育児への自
信や安心感を得る場＞の⚒コードから構成された．
　【健診の構造】は『多様な角度から観察』『安全な
会場設営』『多様なスタッフ』『リラックスできる雰
囲気』の⚔サブカテゴリーから構成された．『多様な
角度から観察』は＜兄妹・家族全体を対象とし観察
する＞の⚔コード，『安全な会場設営』は＜怪我をし
ないようマットやカバーがされ安全への配慮がなさ
れていた＞の⚒コード，『多様なスタッフ』は＜多様
な悩みに対応できる多様な職種＞の⚒コード，『リ
ラックスできる雰囲気』は＜ゆっくりとした十分時
間をかけた指導＞の⚕コードから構成されていた．
　【支援者の資質】は『援助技術』『指導力』の⚒サ
ブカテゴリーから構成され，『援助技術』は＜母親か
ら情報を引き出し判断＞の⚔コード，『指導力』は＜
それぞれに応じた対策の提案＞の⚓コードから構成
されていた．
Ⅴ　考　察
　本研究では，看護学生が捉えた健診での学びと子
どものイメージの変化について検討した結果，子ど
ものイメージは好意的に変化し，学生は乳幼児健診
を多様な視点から捉えていた．
⚑．子どものイメージの好意的な変化
　実習後に学生の半数以上が子どものイメージ⚔項
目を「非常に」好意的に捉え，⚗項目に有意差を認
めたことは，岡田（⚒⚐⚑⚐）や草場ら（⚑⚙⚘⚙）の，学
生の子ども観は「複数の発達段階の子どもとの接触
経験が好意的反応」となり，「イメージ通りの活発で
健康な子どもとの関わりは肯定的な子ども理解を進
める」からも好意的に変化したと考える．また，実
習後有意に変化した⚗項目は，子どもは「強い」自
我を持ち，「逞しい」生命力や「有能な」「頼もしい」
「大きい」「おもしろい」存在であり，「自由な」言
動をするだった．これらは，学生が健診で捉えた
『子どもの特性』や『個別性・連続性』と同様であ
り，兄弟姉妹や保護者への関わりを通しての『多様
な角度からの観察』からも，実習後に子どもイメー
ジは好意的に変化したといえる．
　中でも，「逞しい−弱々しい」「頼りない−頼もし
い」「つまらない−おもしろい」に有意差を認めたこ
とは，澤田（⚒⚐⚑⚓）や矢田（⚒⚐⚐⚗）の結果と同様で
あった．礪波（⚒⚐⚑⚑）は，学生が子どもへの食事や
排泄などの育児行動を体験することを通して，子ど
もは弱々しく頼りない存在であり，保護が必要な対
象と捉えると述べている．しかし，本調査では，子
どもは逞しく頼もしい存在とのイメージが強化され
ていた．また，＜逞しく頼もしく元気な存在である
＞から構成される『子どもの特性』を学生が捉えて
いた．これらのことから，実習では子どもへの育児
行動を直接体験することはできなかったが，澤田
（⚒⚐⚑⚓）らが指摘するように，世話をする母親の様子
や世話を受ける子どもの姿を間近で観察し，育児中
の母親から子育ての楽しさや大変さの話を聴くこと
で，学生は子育てを自分自身に引きつけ代理体験す
る機会になったと考える．
⚒．発達課題と健診の意義の理解
　上ࢁら（⚒⚐⚑⚓）や੢ݪら（⚒⚐⚑⚒）は，看護学生は
子どもを身体的特௃で捉える܏޲が強く，ਫ਼ਆ的・
社会的ଆ໘や発達աఔを連続性で捉えることがࠔ೉
であると述べている．しかし，乳幼児健診は子ども
の発達ঢ়ଶや親子関܎を֬認する場，親や子が交流
する場として，個々に応じた心身の発達や社会性へ
の援助を目的としていることから，学生は乳幼児健
診実習で子どもの『個別性・連続性』『子どもの発
達段階』『子どもの特性』を身体的・ਫ਼ਆ的に捉え，
『子どもの様子』『子どもの特性』から子どもを社会
最新社会福祉学研究　第⚑⚒号　⚒⚐⚑⚗⚓⚘
的側面で認識していたと考える．
　また，学生の乳幼児健診の学びから【健診の役割】
【健診の構造】【支援者の資質】の⚓カテゴリーが抽
出された．これらは，片川（⚒⚐⚐⚕）・三国（⚑⚙⚙⚙）・
神谷（⚒⚐⚑⚔）・柴田（⚒⚐⚐⚓）らの保護者の総合的な
満足感を高める健診に求める要因「主観的待ち時間
の短さ」「健診で得られる利益」「育児に対する知識
を得る」「育児の苦労への共感」と概ね同様だった．
　【健診の役割】は，『相談・指導の場』『子どもや
保護者の交流の場』『情報交換・仲間づくりの機会』
『母親を受容』の⚔サブカテゴリーから構成された．
＜子どもの異常を知る早期発見の場＞から構成され
る『相談・指導の場』は，神谷（⚒⚐⚑⚔）の健診目的
である早期発見・子どもの成長確認と保護者が健診
に求める＜育児に対する知識を得る＞場として認識
していた．＜悩みや愚痴を聴き心のケアを行う＞か
ら構成される『母親を受容』は，母親の総合的満足
感を高める「育児の苦労への共感」「肯定的な関わり」
の場と捉えていた．＜健診は母親同士が交流する大
切な時間・支援の場＞で構成される『子どもや保護
者の交流の場』や，＜支え合う機会となり母親同士
が横につながっていく＞で構成される『情報交換・
仲間づくりの機会』は，沼田（⚒⚐⚑⚓）の「育児支援」
の場とし，また，母親の総合的満足感を高める「健
診で得られる利益」を与える場として【健診の役割】
を認識していた．
　【健診の構造】は『多様な角度から観察』『安全な
会場設営』『多様なスタッフ』『リラックスできる雰
囲気』の⚔サブカテゴリーから構成された．＜怪我
をしないようにマットやカバーがされた安全への配
慮＞より構成される『安全な会場設営』，＜話しやす
い環境づくり＞より構成される『リラックスできる
雰囲気』から，片川（⚒⚐⚐⚕）らの「主観的待ち時間
の短さ」や相談しやすい環境整備の「診察や相談の
環境」を捉えていた．＜栄養状態から虐待の発見に
つなぐ視点＞で構成される『多様な角度から観察』
を『多様なスタッフ』で支援するためには，＜母親
から情報を引き出し判断する＞の『援助技術』や＜
それぞれに応じた対策の提案＞から構成される『指
導力』，つまり【支援者の資質】が必要であると認
識していた．
　これらから，学生は子どもとの交流や健診体験に
より乳幼児健診の目的や保護者が健診に求める要因
を総合的に認識したと推察した．また，沼田（⚒⚐⚑⚓）
の市町村が創意工夫している「育児支援」機能とし
て，「多様なスタッフの配置」「待ち時間の工夫」「絵
本の読み聞かせ」「母親同士の交流会」を，学生は
【健診の役割】として捉えていた．これらから，学生
は乳幼児健診の総体を保護者が希求する健診の要因
や目的で捉え，子ども理解に繋げていた．さらに，
乳幼児健診実習後に看護学生の子ども観が好意的に
変化していたことが明らかとなった．本研究におい
ては，研究対象が⚖⚐人と少なく⚑回のみの調査であ
ったことから，一般化できない可能性がある．
　また，分析にはスーパーバイズを受けたが，研究
者の主観や先入観が結果に影響している可能性もあ
る．今後は，子どもの成長発達過程や保護者への看
護を学ぶ体験とする実習内容や学生への指導方法に
ついて検討する必要がある．
注⚑：保健師助産師看護師学校養成所指定規則の別
表三
Ⅳ．結論
　親子を総合的に観察する乳幼児健診での小グルー
プ実習により，学生は子ども観を変化させ，子ども
を身体的・精神的・社会的側面で捉えていた．また，
多職種による支援や指導を体験したことを通して，
健診の役割，過程，支援者に必要な資質に気づいて
いた．今回得られた結果を基に，今後は子どものラ
イフサイクルを見据え，ヘルスプロモーションの観
点を踏まえた教育プログラムの検討を行う必要があ
る．
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